
10

20

JP 7577338 B2 2024.11.5

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7577338号

(P7577338)
(24)登録日　令和6年10月25日(2024.10.25)(45)発行日　令和6年11月5日(2024.11.5)

(54)【発明の名称】　子宮内組織採取具

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｂ 10/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｂ 10/02 １４０ 　　　
　Ａ６１Ｂ 10/02 １５０ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-537359(P2021-537359)
(86)(22)出願日　 令和2年8月5日(2020.8.5)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2020/030075
(87)国際公開番号　 WO2021/025082
(87)国際公開日　 令和3年2月11日(2021.2.11)

審査請求日　 令和5年6月19日(2023.6.19)
(31)優先権主張番号　特願2019-144462(P2019-144462)
(32)優先日　 令和1年8月6日(2019.8.6)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 509038108
株式会社北里コーポレーション
静岡県富士市柳島１００番地１０

(74)代理人　 110003111
あいそう弁理士法人

(72)発明者　 井上  太
静岡県富士市柳島１００番地１０  株式 
会社北里コーポレーション内

(72)発明者　 稲葉  千恵
静岡県富士市柳島１００番地１０  株式 
会社北里コーポレーション内

審査官　 前田  敏行

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 部 が 子 宮 内 に 挿 入 可 能 な 子 宮 内 組 織 採 取 具 で あ っ て 、
　 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子 宮 内 に 先 端 部 が 挿 入 可 能 な 可 撓 性 外 管 と 、 前 記 可 撓 性 外 管  
内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 外 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 可 撓 性 内 管 と 、 前 記 可 撓 性  
内 管 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な シ ャ フ ト 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 可 撓 性 外 管 は 、 略 半 球 状 の 先 端 と 、 前 記 先 端 の ほ ぼ 中 心 よ り 基 端 方 向 か つ 側 面 方 向  
に 延 び 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 外 管 の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角 度 と な る よ う に 配 置 さ れ た 少 な  
く と も ３ つ の ス リ ッ ト を 有 す る 開 口 可 能 な 外 管 先 端 部 を 備 え 、
　 前 記 可 撓 性 内 管 は 、 閉 塞 先 端 と 、 前 記 閉 塞 先 端 よ り 基 端 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 側 口 を 有  
す る 内 管 先 端 部 を 備 え 、
　 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 液 密 状 態 に て 摺 動 す る 拡 径 先 端 部 と 、 芯 と を  
備 え 、 前 記 拡 径 先 端 部 は 、 先 端 に 向 か っ て 拡 径 す る ラ ッ パ 状 拡 径 部 と な っ て お り 、 前 記 シ  
ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 に お け る 基 端 側 へ の 移 動 抵 抗 よ り 、 先 端 側 へ の 移 動 抵 抗  
が 高 い も の と な っ て お り 、 さ ら に 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ と 、 前 記 シ ャ  
フ ト チ ュ ー ブ 内 に 収 納 さ れ か つ 固 定 さ れ た 前 記 芯 を 備 え 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 に は 樹 脂  
が 充 填 さ れ て お り 、
　 前 記 可 撓 性 外 管 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 押 込 に よ る 前 記 ス リ ッ ト の 形 成 部 の 広 が り に よ り  
、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 、 前 記 内 管 先 端 部 の 突 出 を 許 容 す る も の と な っ て お り 、
　 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子 宮 内 に て 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 前 記 内 管 先 端 部 が 突 出 し た  

請求項の数　13　（全15頁）
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状 態 に て 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 基 端 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 前 記 側 口  
よ り 、 子 宮 内 組 織 を 吸 引 採 取 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 基 端 側 へ の 移 動 に よ り  
、 子 宮 内 に て 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 突 出 し た 前 記 内 管 先 端 部 を 前 記 可 撓 性 外 管 内 に 再 収 納  
が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 が 位 置 す る 部 分 に お い て 、 外 力 を 付 加 す る こ  
と に よ り 、 湾 曲 形 状 付 け 可 能 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 可 撓 性 内 管 は 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 前 記 内 管 先 端 部 が 突 出 し た 状 態 に て 、 前 記 可 撓 性  
外 管 内 で の 回 転 が 可 能 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 可 撓 性 内 管 は 、 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 可 撓 性 外 管 の 基 端 部 に 当 接 可 能 な 内 管 ハ ブ も  
し く は 当 接 部 を 備 え 、 前 記 可 撓 性 内 管 は 、 前 記 外 管 先 端 部 か ら の 前 記 内 管 先 端 部 の 突 出 可  
能 長 が 規 制 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 可 撓 性 外 管 は 、 基 端 部 に 設 け ら れ た 外 管 ハ ブ を 備 え る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に  
記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 芯 の 先 端 は 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 の 充 填 樹 脂 の 後 端 と 離 間 し て い る 請 求 項 １ な い し  
５ の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 可 撓 性 内 管 は 、 前 記 可 撓 性 外 管 よ り 抜 去 可 能 で あ る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記  
載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 可 撓 性 外 管 は 、 側 面 に 目 盛 り が 付 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か に 記 載 の 子  
宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 可 撓 性 外 管 は 、 前 記 ス リ ッ ト を 前 記 可 撓 性 外 管 の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角 度 と な る よ  
う に ４ つ 備 え て い る 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
先 端 部 が 子 宮 内 に 挿 入 可 能 な 子 宮 内 組 織 採 取 具 で あ っ て 、
　 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子 宮 内 に 先 端 部 が 挿 入 可 能 か つ 開 口 可 能 な 外 管 先 端 部 を 有 す  
る 可 撓 性 外 管 内 に 挿 入 可 能 な 可 撓 性 内 管 と 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可  
撓 性 内 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な シ ャ フ ト 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 可 撓 性 内 管 は 、 閉 塞 先 端 と 、 前 記 閉 塞 先 端 よ り 基 端 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 側 口 を 有  
す る 内 管 先 端 部 を 備 え 、
　 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 液 密 状 態 に て 摺 動 す る 拡 径 先 端 部 と 、 芯 と を  
備 え 、 前 記 拡 径 先 端 部 は 、 先 端 に 向 か っ て 拡 径 す る ラ ッ パ 状 拡 径 部 と な っ て お り 、 前 記 シ  
ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 に お け る 基 端 側 へ の 移 動 抵 抗 よ り 、 先 端 側 へ の 移 動 抵 抗  
が 高 い も の と な っ て お り 、 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 基 端 側 に 移 動 す  
る こ と に よ り 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 前 記 側 口 よ り 、 子 宮 内 組 織 を 吸 引 採 取 可 能 で あ り 、
　 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ と 、 前 記 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ 内 に 収 納 さ れ か つ 固  
定 さ れ た 前 記 芯 を 備 え 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 に は 樹 脂 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 芯 の 先 端 は 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 の 充 填 樹 脂 の 後 端 と 離 間 し て い る 請 求 項 １ ０ に 記  
載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 が 位 置 す る 部 分 に お い て 、 外 力 を 付 加 す る こ  
と に よ り 、 湾 曲 形 状 付 け 可 能 で あ る 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 複 数 の 側 口 は 、 向 か い 合 う よ う に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 閉 塞 先 端 に 近 接 し た ２ つ の 側 口  
と 、 前 記 閉 塞 先 端 に 近 接 し た ２ つ の 側 口 よ り 、 若 干 基 端 側 に 位 置 し 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内  
管 の 中 心 軸 に 対 し て 、 前 記 閉 塞 先 端 に 近 接 し た ２ つ の 側 口 と ほ ぼ ９ ０ 度 ず れ る よ う に 設 け  
ら れ た 向 か い 合 う ２ つ の 側 口 を 備 え て い る 請 求 項 １ ０ な い し １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 子 宮  
内 組 織 採 取 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 子 宮 内 膜 断 片 、 子 宮 内 粘 膜 、 子 宮 内 粘 液 な ど の 子 宮 内 組 織 を 吸 引 し て 採 取 す  
る 子 宮 内 組 織 採 取 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 子 宮 体 部 が ん 検 査 に お い て は 、 子 宮 内 組 織 を 採 取 し 、 採 取 さ れ た 組 織 を 検 体 と す る 組 織  
診 が 行 わ れ る 。 そ し て 、 組 織 診 の た め に 子 宮 内 膜 の 組 織 を 採 取 す る と き に は 、 ゾ ン デ キ ュ  
レ ッ ト と 言 わ れ る 金 属 棒 状 の 器 具 を 子 宮 内 に 挿 入 し 、 そ の 器 具 先 端 に 備 え ら れ た 刃 に よ っ  
て 子 宮 内 の 組 織 を 掻 き 出 す こ と （ 掻 爬 ） が 行 な わ れ る 。 し か し 、 子 宮 は 、 膀 胱 側 に 傾 い て  
お り 、 子 宮 口 （ 詳 し く は 、 膣 部 か ら 内 子 宮 口 に か け て ） が 屈 曲 し て い る 。 こ の た め 、 ゾ ン  
デ キ ュ レ ッ ト を 直 線 的 に 子 宮 口 に 挿 入 す る こ と が 困 難 な 場 合 が 多 い 。 こ の た め 、 子 宮 内 膜  
の 組 織 採 取 で は 、 一 回 の 採 取 で は 十 分 な 量 の 組 織 を 採 取 す る こ と が で き ず 、 複 数 回 の 採 取  
を 行 な う こ と が 必 要 と な る ケ ー ス が 少 な く な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の ゾ ン デ キ ュ レ ッ ト と 異 な り 、 吸 引 に よ る 子 宮 内 組 織 採 取 器 具 が 提 案 さ れ て い る 。  
吸 引 型 子 宮 内 組 織 採 取 器 具 と し て は 、 例 え ば 、 特 表 平 １ ０ - ５ ０ ８ ２ ４ ０ （ 特 許 文 献 １ ） が  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 子 宮 内 組 織 採 取 器 具 は 、 開 放 し た 近 位 端 部 （ 患 者 か ら 最 も 遠 い 部 分 ） と 吸  
引 ア パ ー チ ャ （ ５ ） を 除 い て 密 封 さ れ て い る 反 対 側 の （ 遠 位 ） 端 部 （ ４ ） と を 有 す る 管 （  
２ ） と 、 近 位 端 部 （ 患 者 の 反 対 側 ） に グ リ ッ プ 用 部 材 （ ９ ） を 備 え た ロ ッ ド （ ８ ） の 遠 位  
端 部 に 連 結 さ れ 、 前 記 管 （ ２ ） の 中 を 移 動 で き る 密 封 さ れ た プ ラ ン ジ ャ と を 備 え る 。 前 記  
吸 引 ア パ ー チ ャ （ ５ ） に 隣 接 す る 前 記 管 （ ２ ） の 遠 位 端 部 （ ４ ） に は 、 前 記 壁 に 対 す る 前  
記 管 の 機 械 的 採 取 効 果 を 改 善 し 増 大 さ せ る た め の 手 段 （ １ ０ ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 既 知 の 装 置 の 一 般 的 な 使 い 捨 て の 使 用 法 は 以 下 の 通 り で あ る 。 即 ち 、 こ れ を 患 者 の  
子 宮 頸 を 通 っ て 子 宮 底 ま で 導 入 す る 。 管 上 に 設 け ら れ た 目 盛 に よ り 、 （ ア パ ー チ ャ が 設 け  
ら れ た ） 管 の 遠 位 端 部 が 子 宮 腔 の 開 始 部 に 到 着 し た 位 置 を 特 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 術  
者 は 、 グ リ ッ プ 用 部 材 に よ り 、 患 者 と の 関 係 に お い て 取 出 し 方 向 に 管 を 保 持 し ロ ッ ド を 引  
っ 張 り な が ら 、 管 の 内 部 に 負 圧 を 、 ひ い て は 管 の 遠 位 端 部 に 配 置 さ れ た ア パ ー チ ャ の レ ベ  
ル で の 吸 引 現 象 を 作 り 出 す 。 子 宮 壁 及 び 子 宮 粘 膜 の 断 片 の 採 取 は 、 好 ま し く は 管 の 遠 位 端  
部 を 壁 に 対 し て 維 持 し な が ら 長 手 方 向 往 復 運 動 及 び 長 手 方 向 軸 線 を 中 心 に し た 回 転 に よ り  
管 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 行 な わ れ る 。 従 っ て 、 粘 膜 の 断 片 は 、 壁 か ら 引 き 裂 か れ 、 吸  
引 ア パ ー チ ャ を 通 っ て 管 の 中 へ と 吸 引 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 表 平 １ ０ － ５ ０ ８ ２ ４ ０ （ Ｗ Ｏ ９ ７ － １ ９ ６ ４ ２ 、 Ｕ Ｓ Ｐ ６ ０ ４ ２ ５ ５ ２ ）
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ の 子 宮 内 組 織 採 取 器 具 に よ れ ば 、 子 宮 内 組 織 を 比 較 的 容 易 に 採 取 で き る 。 し  
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か し 、 子 宮 内 組 織 を 採 取 し た 子 宮 内 組 織 採 取 器 具 は 、 採 取 後 、 膣 等 を 経 由 す る た め 、 外 面  
に 子 宮 内 組 織 以 外 の も の が 付 着 す る こ と 、 開 口 か ら 内 部 に 侵 入 す る こ と が あ り 、 検 査 用 検  
体 と し て は 、 必 ず し も 良 好 な も の を 採 取 で き な い こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 子 宮 内 組 織 以 外 の も の に よ り 、 採 取 し た 子 宮 内 組 織 が 汚 染 さ れ る こ と  
、 ま た 、 採 取 具 の 外 面 が 汚 染 さ れ る こ と を 防 止 し 、 検 査 用 検 体 と し て 良 好 な 子 宮 内 組 織 を  
容 易 に 採 取 す る こ と が で き る 子 宮 内 組 織 採 取 具 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る も の は 、 以 下 の も の で あ る 。
　 先 端 部 が 子 宮 内 に 挿 入 可 能 な 子 宮 内 組 織 採 取 具 で あ っ て 、
　 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子 宮 内 に 先 端 部 が 挿 入 可 能 な 可 撓 性 外 管 と 、 前 記 可 撓 性 外 管  
内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 外 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 可 撓 性 内 管 と 、 前 記 可 撓 性  
内 管 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な シ ャ フ ト 部 材 と を 備 え  
、 前 記 可 撓 性 外 管 は 、 略 半 球 状 の 先 端 と 、 前 記 先 端 の ほ ぼ 中 心 よ り 基 端 方 向 か つ 側 面 方 向  
に 延 び 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 外 管 の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角 度 と な る よ う に 配 置 さ れ た 少 な  
く と も ３ つ の ス リ ッ ト を 有 す る 開 口 可 能 な 外 管 先 端 部 を 備 え 、 前 記 可 撓 性 内 管 は 、 閉 塞 先  
端 と 、 前 記 閉 塞 先 端 よ り 基 端 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 側 口 を 有 す る 内 管 先 端 部 を 備 え 、 前 記  
シ ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 液 密 状 態 に て 摺 動 す る 拡 径 先 端 部 と 、 芯 と を 備 え 、  
前 記 拡 径 先 端 部 は 、 先 端 に 向 か っ て 拡 径 す る ラ ッ パ 状 拡 径 部 と な っ て お り 、 前 記 シ ャ フ ト  
部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 に お け る 基 端 側 へ の 移 動 抵 抗 よ り 、 先 端 側 へ の 移 動 抵 抗 が 高 い  
も の と な っ て お り 、 さ ら に 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ と 、 前 記 シ ャ フ ト チ  
ュ ー ブ 内 に 収 納 さ れ か つ 固 定 さ れ た 前 記 芯 を 備 え 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 に は 樹 脂 が 充 填  
さ れ て お り 、 前 記 可 撓 性 外 管 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 押 込 に よ る 前 記 ス リ ッ ト の 形 成 部 の 広  
が り に よ り 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 、 前 記 内 管 先 端 部 の 突 出 を 許 容 す る も の と な っ て お り 、  
前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子 宮 内 に て 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 前 記 内 管 先 端 部 が 突 出 し た 状  
態 に て 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 基 端 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 前 記 側 口 よ  
り 、 子 宮 内 組 織 を 吸 引 採 取 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 基 端 側 へ の 移 動 に よ り 、  
子 宮 内 に て 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 突 出 し た 前 記 内 管 先 端 部 を 前 記 可 撓 性 外 管 内 に 再 収 納 が  
可 能 で あ る 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
  ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る も の は 、 以 下 の も の で あ る 。
  先 端 部 が 子 宮 内 に 挿 入 可 能 な 子 宮 内 組 織 採 取 具 で あ っ て 、 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子  
宮 内 に 先 端 部 が 挿 入 可 能 か つ 開 口 可 能 な 外 管 先 端 部 を 有 す る 可 撓 性 外 管 内 に 挿 入 可 能 な 可  
撓 性 内 管 と 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能  
な シ ャ フ ト 部 材 と を 備 え 、 前 記 可 撓 性 内 管 は 、 閉 塞 先 端 と 、 前 記 閉 塞 先 端 よ り 基 端 側 に 設  
け ら れ た 複 数 の 側 口 を 有 す る 内 管 先 端 部 を 備 え 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内  
を 液 密 状 態 に て 摺 動 す る 拡 径 先 端 部 と 、 芯 と を 備 え 、 前 記 拡 径 先 端 部 は 、 先 端 に 向 か っ て  
拡 径 す る ラ ッ パ 状 拡 径 部 と な っ て お り 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 に お け る  
基 端 側 へ の 移 動 抵 抗 よ り 、 先 端 側 へ の 移 動 抵 抗 が 高 い も の と な っ て お り 、 前 記 子 宮 内 組 織  
採 取 具 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 基 端 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 前 記 側 口  
よ り 、 子 宮 内 組 織 を 吸 引 採 取 可 能 で あ り 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ と 、 前  
記 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ 内 に 収 納 さ れ か つ 固 定 さ れ た 前 記 芯 を 備 え 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 に  
は 樹 脂 が 充 填 さ れ て い る 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 一 実 施 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 部 分 省 略 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た 子 宮 内 組 織 採 取 具 に 用 い ら れ て い る 可 撓 性 外 管 の 部 分 省 略  
拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ に 示 し た 可 撓 性 外 管 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ３ の 示 し た 可 撓 性 外 管 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ に 示 し た 子 宮 内 組 織 採 取 具 に 用 い ら れ て い る 可 撓 性 内 管 の 部 分 省 略  
拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ に 示 し た 可 撓 性 内 管 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 １ に 示 し た 子 宮 内 組 織 採 取 具 に 用 い ら れ て い る シ ャ フ ト 部 材 の 部 分 省  
略 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ８ に 示 し た シ ャ フ ト 部 材 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ８ に 示 し た シ ャ フ ト 部 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 作 用 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 作 用 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 作 用 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 作 用 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 作 用 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 生 体 細 胞 移 植 具 を 図 面 に 示 し た 実 施 例 を 用 い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ は 、 先 端 部 が 子 宮 内 に 挿 入 可 能 な 子 宮 内 組 織 採 取 具 で あ る  
。 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ は 、 子 宮 内 に 先 端 部 が 挿 入 可 能 な 可 撓 性 外 管 ２ と 、 可 撓 性 外 管 ２ 内  
に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 可 撓 性 外 管 ２ 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 可 撓 性 内 管 ３ と 、 可 撓 性 内 管 ３  
内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な シ ャ フ ト 部 材 ４ と を 備 え る 。  
可 撓 性 外 管 ２ は 、 略 半 球 状 の 先 端 ２ ３ ａ と 、 先 端 ２ ３ ａ の ほ ぼ 中 心 よ り 基 端 方 向 か つ 側 面  
方 向 に 延 び 、 か つ 、 可 撓 性 外 管 ２ の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角 度 と な る よ う に 配 置 さ れ た 少  
な く と も ３ つ の ス リ ッ ト ２ ４ を 有 す る 開 口 可 能 な 外 管 先 端 部 ２ ３ を 備 え る 。 可 撓 性 内 管 ３  
は 、 閉 塞 先 端 と 、 閉 塞 先 端 よ り 基 端 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ ， ３ ５ ａ ，  
３ ５ ｂ を 有 す る 内 管 先 端 部 ３ ３ を 備 え る 。 シ ャ フ ト 部 材 ４ は 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 を 液 密 状 態  
に て 摺 動 す る 拡 径 先 端 部 ４ ５ と 、 芯 （ 内 芯 ） ４ ３ と を 備 え 、 拡 径 先 端 部 ４ ５ は 、 先 端 に 向  
か っ て 拡 径 す る ラ ッ パ 状 拡 径 部 と な っ て お り 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ は 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 に お け  
る 基 端 側 へ の 移 動 抵 抗 よ り 、 先 端 側 へ の 移 動 抵 抗 が 高 い も の と な っ て い る 。 可 撓 性 外 管 ２  
は 、 可 撓 性 内 管 ３ の 押 込 に よ る ス リ ッ ト ２ ４ の 形 成 部 の 広 が り に よ り 、 外 管 先 端 部 ２ ３ よ  
り 、 内 管 先 端 部 ３ ３ の 突 出 を 許 容 す る も の と な っ て い る 。 そ し て 、 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ は  
、 子 宮 内 に て 、 外 管 先 端 部 ２ ３ よ り 内 管 先 端 部 ３ ３ が 突 出 し た 状 態 に て 、 シ ャ フ ト 部 材 ４  
を 基 端 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 内 管 ３ の 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ ， ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ よ  
り 、 子 宮 内 組 織 ５ を 吸 引 採 取 可 能 で あ り 、 か つ 、 可 撓 性 内 管 ３ の 基 端 側 へ の 移 動 に よ り 、  
子 宮 内 に て 、 外 管 先 端 部 ２ ３ よ り 突 出 し た 内 管 先 端 部 ３ ３ を 可 撓 性 外 管 ２ 内 に 再 収 納 が 可  
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ は 、 子 宮 内 に 先 端 部 が 挿 入 可 能 な 可 撓 性 外 管 ２ と 、 可 撓 性  
外 管 ２ 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 可 撓 性 外 管 ２ 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 可 撓 性 内 管 ３ と 、 可 撓  
性 外 管 ２ 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な シ ャ フ ト 部 材 ４ と を  
備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 可 撓 性 外 管 ２ は 、 図 １ な い し 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 管 本 体 ２ １ と 、 外 管 本 体 ２ １ の 先 端  
に 形 成 さ れ た 外 管 先 端 部 ２ ３ と 、 外 管 本 体 ２ １ の 後 端 部 に 設 け ら れ た 外 管 ハ ブ ２ ２ と 、 ル  
ー メ ン ２ ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 外 管 先 端 部 ２ ３ は 、 子 宮 内 に 挿 入 可 能 な も の と な っ て い る 。 外 管 先 端 部 ２ ３ は 、 略 半 球  
状 の 先 端 ２ ３ ａ と 、 先 端 ２ ３ ａ の ほ ぼ 中 心 よ り 基 端 方 向 か つ 側 面 方 向 に 延 び 、 か つ 、 可 撓  
性 外 管 ２ の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角 度 と な る よ う に 配 置 さ れ た 少 な く と も ３ つ の ス リ ッ ト  
２ ４ を 有 し 、 開 口 可 能 な も の と な っ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 外 管 先 端 部 ２ ３ は 、 図 ４ に  
示 す よ う に 、 ス リ ッ ト ２ ４ を 可 撓 性 外 管 ２ の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角 度 と な る よ う に ４ つ  
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備 え て い る 。 な お 、 ス リ ッ ト の 数 は ３ ～ ８ が 好 ま し い 。 特 に 、 ４ ～ ６ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ス リ ッ ト ２ ４ の 長 さ は 、 先 端 ２ ３ ａ の 頂 点 に 始 端 を 有 し 、 終 端 が 外 管 本 体 ２ １ の  
円 筒 状 部 分 の 先 端 に 到 達 し て い る こ と が 好 ま し い 。 外 管 先 端 部 ２ ３ は 、 外 管 が 持 つ 可 撓 性  
と 上 記 の ス リ ッ ト ２ ４ に よ り 、 内 方 よ り 押 圧 さ れ る こ と に よ り 、 外 方 （ 先 端 方 向 ） に 広 が  
り 、 開 口 す る 。 こ れ に よ り 、 後 述 す る 内 管 先 端 部 ３ ３ の 可 撓 性 外 管 ２ の 先 端 か ら の 突 出 を  
許 容 す る 。 な お 、 外 管 先 端 部 ２ ３ は 、 未 開 口 状 態 、 言 い 換 え れ ば 、 一 度 も 内 管 先 端 部 が 突  
出 し て い な い 状 態 で は 、 実 質 的 に 閉 塞 端 と な っ て い る 。 さ ら に 、 こ の 実 施 例 は 、 外 管 先 端  
部 ２ ３ は 、 外 管 先 端 部 ２ ３ よ り 内 管 先 端 部 ３ ３ が 突 出 し た 状 態 に て 、 可 撓 性 外 管 ２ 内 で の  
可 撓 性 内 管 ３ の 回 転 が 可 能 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 外 管 本 体 ２ １ は 、 長 さ ８ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 、 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま  
た 、 外 径 は 、 １ ～ ６ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 、 １ ． ５ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 内 径 は 、 ０ ．  
８ ～ ５ ． ８ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 、 １ ． ３ ～ ４ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 外 管 本 体 ２ １ の 形 成 材 料 と し て は 、 あ る 程 度 の 保 形 性 を 備 え る も の が 好 ま し い 。 可 撓 性  
チ ュ ー ブ の 形 成 材 料 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、  
ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン コ ポ リ マ ー ） 、 ポ リ ア ミ ド （ 例 え ば 、 ６ ナ イ ロ ン  
、 ６ ６ ナ イ ロ ン ） 、 ポ リ エ ス テ ル （ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） 、 フ ッ 素 樹 脂  
（ 例 え ば 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｅ Ｔ Ｆ Ｅ ） な ど が 使 用 で き る 。 さ ら に 、 外 管 本 体 ２ １ の 外 面 に は 、  
図 １ に 示 す よ う に 、 複 数 の 挿 入 深 度 確 認 用 マ ー カ ー ２ ６ を 付 す こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 外 管 ハ ブ ２ ２ は 、 短 い 円 筒 状 の も の が 用 い ら れ て お り 、 ハ ブ ２ ２ は 、  
外 管 本 体 ２ １ の 基 端 部 に 固 着 さ れ て い る 。 ハ ブ の 形 成 材 料 と し て は 、 外 管 本 体 ２ １ の 形 成  
材 料 と し て 説 明 し た も の が 好 適 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 可 撓 性 内 管 ３ は 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 内 管 本 体 ３ １ と 、 内 管 本  
体 ３ １ の 先 端 に 形 成 さ れ た 内 管 先 端 部 ３ ３ と 、 内 管 本 体 ３ １ の 後 端 部 に 設 け ら れ た 内 管 ハ  
ブ ３ ２ と 、 ル ー メ ン ３ ６ を 備 え て い る 。 ま た 、 可 撓 性 内 管 ３ は 、 可 撓 性 外 管 ２ よ り 抜 去 可  
能 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 可 撓 性 内 管 ３ は 、 可 撓 性 外 管 ２ 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 可 撓 性 外 管 ２ 内 を 軸 方 向 に 移 動 可  
能 で あ る 。 ま た 、 可 撓 性 内 管 ３ は 、 可 撓 性 外 管 ２ 内 に て 回 転 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の 実 施  
例 で は 、 内 管 本 体 ３ １ の 基 端 部 （ 内 管 ハ ブ ３ ２ の 先 端 前 方 ） に 、 当 接 部 （ リ ン グ 部 材 ） ３  
７ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 当 接 部 （ リ ン グ 部 材 ） ３ ７ が 、 可 撓 性 外 管 ２ の 基  
端 部 （ ハ ブ ２ ２ の 基 端 ） に 当 接 可 能 で あ り 、 当 接 後 の 可 撓 性 内 管 ３ の 先 端 方 向 の 移 動 を 規  
制 す る 。 よ っ て 、 こ の 実 施 例 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ は 、 外 管 先 端 部 ２ ３ か ら の 内 管 先 端 部  
３ ３ の 突 出 可 能 長 が 規 制 さ れ て い る 。 な お 、 突 出 長 の 規 制 は 、 内 管 ハ ブ ３ ２ と 可 撓 性 外 管  
２ の 基 端 部 （ ハ ブ ２ ２ の 基 端 ） と の 当 接 に よ り 行 う も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 内 管 先 端 部 ３ ３ は 、 半 球 状 の 閉 塞 先 端 ３ ３ ａ と 、 閉 塞 先 端 よ り 基 端 側 に 設 け ら れ た 複 数  
の 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ ， ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ を 有 し て い る 。 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ は 、 向 か い 合  
う よ う に 設 け ら れ て お り 、 同 様 に 、 側 口 ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ も 向 か い 合 う よ う に 設 け ら れ て い  
る 。 な お 、 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ と 側 口 ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ は 、 可 撓 性 内 管 ３ の 中 心 軸 に 対 し て  
、 ほ ぼ ９ ０ 度 ず れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ は 、 閉 塞 先 端 ３ ３  
ａ に 近 接 し 、 か つ そ れ よ り 基 端 側 の 内 管 本 体 ３ １ の 側 面 に 形 成 さ れ て お り 、 側 口 ３ ５ ａ ，  
３ ５ ｂ は 、 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ よ り 、 若 干 基 端 側 に 位 置 し て い る 。 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ ，  
３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ は 、 真 円 、 楕 円 、 長 円 状 な ど で も よ く 、 特 に 、 可 撓 性 内 管 ３ の 軸 方 向 に 長  
い 楕 円 状 も し く は 長 円 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 内 管 本 体 ３ １ は 、 長 さ ７ ０ ～ ３ ５ ０ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 、 １ ２ ０ ～ ２ ８ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま  
た 、 外 径 は 、 ０ ． ５ ～ ４ ． ５ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 、 ０ ． ７ ～ ４ ． ３ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 内 径  
は 、 ０ ． ５ ～ ４ ． ３ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 、 ０ ． ６ ～ ４ ． ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 管 本 体 ３ １ の 形 成 材 料 と し て は 、 あ る 程 度 の 保 形 性 を 備 え る も の が 好 ま し い 。 内 管 本  
体 ３ １ の 形 成 材 料 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ  
リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン コ ポ リ マ ー ） 、 ポ リ ア ミ ド （ 例 え ば 、 ６ ナ イ ロ ン 、  
６ ６ ナ イ ロ ン ） 、 ポ リ エ ス テ ル （ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） 、 フ ッ 素 樹 脂 （  
例 え ば 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｅ Ｔ Ｆ Ｅ ） な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 内 管 ハ ブ ３ ２ の 形 成 材 料 と し て は 、 硬 質 樹 脂 、 例 え ば 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ オ レ フ ィ ン  
（ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン ） ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ア ミ ド 等 が 好 適 に 使  
用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 リ ン グ 部 材 ３ ７ と し て は 、 可 撓 性 外 管 ２ の 基 端 部 （ ハ ブ ２ ２ の 基 端 ） と の 当 接 を 考 慮 し  
、 あ る 程 度 の 弾 性 を 有 す る も の が 好 ま し い 。  形 成 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ウ レ タ ン ゴ ム 、  
シ リ コ ー ン ゴ ム 、 ブ タ ジ エ ン ゴ ム な ど の 合 成 ゴ ム 、 ラ テ ッ ク ス ゴ ム な ど の 天 然 ゴ ム 、 軟 質  
塩 化 ビ ニ ー ル 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン  
コ ポ リ マ ー 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン と ポ リ エ チ レ ン も し く は ポ  
リ ブ テ ン の 混 合 物 ） 、 ポ リ エ ス テ ル （ ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ  
タ レ ー ト ） 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ ア ミ ド 系 エ ラ ス ト マ ー 、  
ス チ レ ン 系 エ ラ ス ト マ ー （ 例 え ば 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン コ ポ リ マ ー 、 ス チ レ  
ン － イ ソ プ レ ン － ス チ レ ン コ ポ リ マ ー 、 ス チ レ ン － エ チ レ ン ブ チ レ ン － ス チ レ ン コ ポ リ マ  
ー ） な ど の エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 特 に 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン （ 熱 可 塑 性 ポ リ エ  
ー テ ル ポ リ ウ レ タ ン 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ス テ ル ポ リ ウ レ タ ン 、 特 に 、 好 ま し く は 、 ソ フ ト セ  
グ メ ン ト 部 分 と ハ ー ド セ グ メ ン ト 部 分 を 有 す る セ グ メ ン ト 化 熱 可 塑 性 ポ リ エ ー テ ル ポ リ ウ  
レ タ ン 、 よ り 具 体 的 に は 、 ソ フ ト セ グ メ ン ト の 主 成 分 と し て は 、 ポ リ テ ト ラ メ チ レ ン エ ー  
テ ル グ リ コ ー ル 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル な ど が 好 ま し く 、  
ハ ー ド セ グ メ ン ト の 主 成 分 と し て は 、 １ 、 ４ － ブ タ ン ジ オ ー ル な ど が 好 ま し い 。 ） 等 が 使  
用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ ャ フ ト 部 材 ４ は 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ８ な い し 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 に 挿  
入 さ れ 、 か つ 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 ま た 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ は 、 可  
撓 性 内 管 ３ 内 を 液 密 状 態 に て 摺 動 す る 拡 径 先 端 部 ４ ５ と 、 塑 性 変 形 可 能 な 芯 （ 金 属 製 内 芯  
） ４ ３ と を 備 え る 。 そ し て 、 拡 径 先 端 部 ４ ５ は 、 先 端 に 向 か っ て 拡 径 す る ラ ッ パ 状 拡 径 部  
と な っ て お り 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ は 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 に お け る 基 端 側 へ の 移 動 抵 抗 よ り 、 先  
端 側 へ の 移 動 抵 抗 が 高 い も の と な っ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ は 、 可 撓 性 内  
管 内 に お い て 、 基 端 側 に 引 く こ と に 比 べ て 、 先 端 側 に 押 し に く い も の と な っ て い る 。
　 こ の た め 、 子 宮 内 組 織 の 可 撓 性 内 管 ３ の 内 管 先 端 部 ３ ３ 内 へ の 採 取 の た め の 操 作 （ シ ャ  
フ ト 部 材 ４ の 基 端 方 向 へ の 移 動 ） が 容 易 で あ り 、 か つ 、 一 度 可 撓 性 内 管 ３ の 内 管 先 端 部 ３  
３ 内 に 採 取 さ れ た 子 宮 内 組 織 を 誤 っ て 流 出 さ せ る 可 能 性 が 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 シ ャ フ ト 部 材 ４ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ ４ １ と 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ ４  
１ 内 に 収 納 さ れ か つ 固 定 さ れ た 金 属 製 内 芯 ４ ３ と 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ ４ １ と 内 芯 ４ ３ 間 に  
位 置 す る 接 着 層 ４ ４ を 備 え て い る 。 そ し て 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ ４ １ の 先 端 に 、 拡 径 先 端 部  
（ ラ ッ パ 状 拡 径 部 ） ４ ５ が 設 け ら れ て お り 、 拡 径 先 端 部 ４ ５ の 拡 径 端 ４ ５ ａ 部 分 が 、 シ ャ  
フ ト 部 材 ４ の 可 撓 性 内 管 ３ 内 で の 移 動 時 に 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 面 に 密 着 し な が ら 液 密 状 態  
に て 摺 動 す る 。 ま た 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 面 と シ ャ フ ト 部 材 ４ の 拡 径 先 端 部 （ ラ ッ パ 状 拡 径  
部 ） ４ ５ 以 外 の 部 分 の 外 面 間 に は 、 あ る 程 度 の 隙 間 が あ り 、 摺 動 抵 抗 に 影 響 を 与 え な い も  
の と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 で は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ラ ッ パ 状 拡 径 部 ４ ５ 内 に は 樹 脂 ４ ６ が 充 填  
さ れ て お り 、 拡 径 先 端 部 ４ ５ の 拡 径 端 ４ ５ ａ 部 分 の 変 形 を 規 制 し て い る 。 さ ら に 、 こ の 実  
施 例 で は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 金 属 製 内 芯 ４ ３ の 先 端 は 、 ラ ッ パ 状 拡 径 部 ４ ５ 内 に 充 填 さ  
れ た 樹 脂 の 後 端 と 離 間 し て い る 。 こ の た め 、 樹 脂 ４ ６ と 金 属 製 内 芯 ４ ３ の 先 端 間 に 、 隙 間  
４ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ の 先 端 方 向 へ の 押 圧 時 に 、 金 属 製 内 芯 ４ ３ が 直 接  
、 ラ ッ パ 状 拡 径 部 ４ ５ （ 具 体 的 に は 、 充 填 樹 脂 ４ ６ ） を 押 圧 し な い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 シ ャ フ ト 部 材 ４ の 拡 径 先 端 部 ４ ５ の 拡 径 端 ４ ５ ａ は 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 径 と ほ ぼ 同 じ 外  
径 と な っ て い る 。 ま た 、 拡 径 端 ４ ５ ａ と 拡 径 先 端 部 ４ ５ の 最 小 外 径 部 と の 外 径 差 は 、 ０ ．  
２ ～ １ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し く 、 特 に 、 ０ ． ４ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。 シ ャ フ ト 部 材 ４  
は 、 長 さ １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 、 １ ２ ０ ～ ３ ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 拡 径 先 端  
部 ４ ５ 部 分 以 外 の 外 径 は 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 径 よ り 、 ０ ． ２ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 小 さ い こ と が 好  
ま し く 、 特 に 、 ０ ． ４ ～ １ ． ０ ｍ ｍ 小 さ い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 芯 （ 内 芯 ） ４ ３ と し て は 、 あ る 程 度 の 剛 性 を 有 す る も の が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 内 芯  
４ ３ と し て は 、 塑 性 変 形 可 能 な 金 属 製 棒 状 部 材 が 好 適 で あ る 。 棒 状 部 材 と し て は 、 中 実 状  
も し く は 中 空 状 の い ず れ の も の で あ っ て も よ い 。 内 芯 ４ ３ と し て 、 塑 性 変 形 可 能 な 金 属 製  
棒 状 部 材 を 用 い る こ と に よ り 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ が 位 置 す る 部 分 に お い て 、 子 宮 内 組 織 採 取  
具 １ に 外 力 を 付 加 す る こ と に よ り 、 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ に 湾 曲 形 状 付 け す る こ と が で き る  
。 金 属 製 棒 状 部 材 と し て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 な ど の 金 属 線 が 好 適 で あ り 、 特 に 、 焼 き 鈍 し し  
た ス テ ン レ ス 鋼 が 好 ま し い 。 内 芯 ４ ３ は 、 半 硬 質 合 成 樹 脂 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ ４ １ の 形 成 材 料 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ 例 え ば 、  
ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン コ ポ リ マ ー ） 、 ポ リ ア ミ ド （ 例 え  
ば 、 ６ ナ イ ロ ン 、 ６ ６ ナ イ ロ ン ） 、 ポ リ エ ス テ ル （ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト  
） 、 フ ッ 素 樹 脂 （ 例 え ば 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｅ Ｔ Ｆ Ｅ ） な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に は 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ ４ １ の 形 成 材 料 と し て は 、 可 撓 性 を 有 す る も の を 用 い て も  
よ い 。 例 え ば 、 ウ レ タ ン ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 ブ タ ジ エ ン ゴ ム な ど の 合 成 ゴ ム 、 ラ テ ッ  
ク ス ゴ ム な ど の 天 然 ゴ ム 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ー ル 、 ポ リ オ レ フ ィ ン （ ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ  
ピ レ ン 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン コ ポ リ マ ー 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 ポ リ プ ロ ピ  
レ ン と ポ リ エ チ レ ン も し く は ポ リ ブ テ ン の 混 合 物 ） 、 ポ リ エ ス テ ル （ ポ リ エ チ レ ン テ レ フ  
タ レ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 エ ラ ス ト マ ー  
、 ポ リ ア ミ ド 系 エ ラ ス ト マ ー 、 ス チ レ ン 系 エ ラ ス ト マ ー （ 例 え ば 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン  
－ ス チ レ ン コ ポ リ マ ー 、 ス チ レ ン － イ ソ プ レ ン － ス チ レ ン コ ポ リ マ ー 、 ス チ レ ン － エ チ レ  
ン ブ チ レ ン － ス チ レ ン コ ポ リ マ ー ） な ど の エ ラ ス ト マ ー 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 特 に 、 熱 可 塑 性  
ポ リ ウ レ タ ン （ 熱 可 塑 性 ポ リ エ ー テ ル ポ リ ウ レ タ ン 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ス テ ル ポ リ ウ レ タ ン  
、 特 に 、 好 ま し く は 、 ソ フ ト セ グ メ ン ト 部 分 と ハ ー ド セ グ メ ン ト 部 分 を 有 す る セ グ メ ン ト  
化 熱 可 塑 性 ポ リ エ ー テ ル ポ リ ウ レ タ ン 、 よ り 具 体 的 に は 、 ソ フ ト セ グ メ ン ト の 主 成 分 と し  
て は 、 ポ リ テ ト ラ メ チ レ ン エ ー テ ル グ リ コ ー ル 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ  
ン グ リ コ ー ル な ど が 好 ま し く 、 ハ ー ド セ グ メ ン ト の 主 成 分 と し て は 、 １ 、 ４ － ブ タ ン ジ オ  
ー ル な ど が 好 ま し い 。 ） 等 が 使 用 で き る 。 好 ま し く は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム な ど の ゴ ム 、 も し  
く は エ ラ ス ト マ ー で あ る 。 特 に 、 好 ま し く は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム で あ る 。 シ リ コ ー ン ゴ ム と  
し て は 、 ２ ０ ０ ％ モ ジ ュ ラ ス ３ ０ ～ ９ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 程 度 、 好 ま し く は 、 ４ ０ ～ ６ ０ ｋ ｇ  
／ ｃ ｍ ２ の も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 接 着 層 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 ア ク リ ル 系 接 着 剤 、 エ ポ キ シ 系 接 着 剤 、 シ リ コ ー ン  
系 接 着 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ の 後 端 部 に は 、 チ ュ ー ブ 状 の 把 持 部 ４ ２  
が 設 け ら れ て い る 。 把 持 部 ４ ２ は 、 シ ャ フ ト の 摺 動 操 作 時 に 把 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ の 作 用 を 図 ２ 、 図 １ １ な い し 図 １ ５ を 用 い て 説 明 す  
る 。
　 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ は 、 子 宮 内 に て 、 外 管 先 端 部 ２ ３ よ り 内 管 先 端 部 ３ ３ が 突  
出 し た 状 態 に て 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ を 基 端 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 内 管 ３ の 側 口 ３  
４ ａ ， ３ ４ ｂ ， ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ よ り 、 子 宮 内 組 織 ５ を 吸 引 採 取 可 能 で あ り 、 か つ 、 可 撓 性  
内 管 ３ の 基 端 側 へ の 移 動 に よ り 、 子 宮 内 に て 、 外 管 先 端 部 ２ ３ よ り 突 出 し た 内 管 先 端 部 ３  
３ を 可 撓 性 外 管 ２ 内 に 再 収 納 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ を 用 い た 子 宮 内 膜 も し く は 子 宮 内 液 の 採 取 過 程 に つ い て 、  
説 明 す る 。 膣 鏡 を 挿 入 し 、 膣 内 を 消 毒 し た 後 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 外 管 ２ の 外 管 先  
端 部 ２ ３ 内 に 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 管 先 端 部 ３ ３ が 位 置 し 、 シ ャ フ ト 部 材 ４ の 拡 径 先 端 部 ４  
５ の 拡 径 端 ４ ５ ａ が 、 内 管 ３ の 側 口 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ よ り 先 端 側 に 位 置 し た 状 態 の 子 宮 内 組  
織 採 取 具 １ を 子 宮 頸 管 を 通 し て 挿 入 す る 。 そ し て 、 可 撓 性 外 管 ２ の 外 管 先 端 部 が 内 子 宮 口  
を 通 過 し た と こ ろ で 、 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ の 可 撓 性 外 管 ２ の 挿 入 を 止 め る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 続 い て 、 可 撓 性 外 管 ２ の 位 置 を 保 持 し た 状 態 に て 、 可 撓 性 内 管 ３ を シ ャ フ ト 部 材 ４ と と  
も に 、 押 し 込 む 。 外 管 先 端 部 ２ ３ は 、 内 部 よ り 進 行 し た 可 撓 性 内 管 ３ の 先 端 部 に よ り 、 押  
圧 さ れ 、 外 管 が 持 つ 可 撓 性 と 複 数 の ス リ ッ ト ２ ４ を 有 す る こ と に よ り 、 外 方 （ 先 端 方 向 ）  
に 広 が り 、 開 口 し 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 管 先 端 部 ３ ３ が 、 可 撓 性 外 管  
２ の 先 端 か ら 突 出 し 、 子 宮 内 に て 、 露 出 す る 。 な お 、 内 管 先 端 部 ３ ３ は 、 少 な く と も 側 口  
３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ 、 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 部 分 全 体 が 、 子 宮 内 に て 露 出 す る よ う  
に 、 押 し 込 ま れ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 外 管 先 端 部 ２ ３ は 、 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 す よ う に  
、 ス リ ッ ト ２ ４ 部 分 に て 広 が り 、 そ の 内 面 が 、 内 管 先 端 部 ３ ３ の 側 口 が 設 け ら れ て い な い  
外 面 部 位 に 接 触 し た 状 態 と な っ て い る 。
　 な お 、 必 要 な 場 合 に は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 外 管 ２ の 位 置 を 保 持 し た 状 態 に て  
、 可 撓 性 内 管 ３ を シ ャ フ ト 部 材 ４ と と も に 、 可 撓 性 外 管 ２ 内 に て 回 転 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 続 い て 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 外 管 ２ 、 可 撓 性 内 管 ３ の 位 置 を 保 持 し た 状 態 に て  
、 シ ャ フ ト 部 材 ４ の み を 基 端 方 向 に 引 く 。 こ れ に よ り 、 可 撓 性 内 管 ３ 内 が 陰 圧 と な る た め  
、 側 口 付 近 に あ る 子 宮 内 組 織 ５ が 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 管 先 端 部 ３ ３ 内 に 採 取 さ れ る 。 な お  
、 こ の シ ャ フ ト 部 材 ４ の 牽 引 操 作 時 と 同 時 に 、 可 撓 性 外 管 ２ を 保 持 し た 状 態 に て 、 可 撓 性  
外 管 ２ を 回 転 さ せ て も よ い 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 側 口 位 置 が 変 化 す る た め 、 良 好  
に 子 宮 内 組 織 を 採 取 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 子 宮 内 組 織 採 取 後 、 可 撓 性 外 管 ２ の 位 置 を 保 持 し た 状 態 に て 、 子 宮 内 に て 、 図  
１ ５ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 内 管 ３ を シ ャ フ ト 部 材 ４ と と も に 、 基 端 側 に 移 動 さ せ （ 言 い 換  
え れ ば 、 引 き ） 、 子 宮 内 に て 、 外 管 先 端 部 ２ ３ よ り 突 出 し た 内 管 先 端 部 ３ ３ を 可 撓 性 外 管  
２ 内 に 再 収 納 す る 。 続 い て 、 子 宮 内 組 織 採 取 具 １ 全 体 を 体 内 よ り 、 抜 去 す る 。 こ れ に よ り  
、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 管 先 端 部 ３ ３ お よ び 採 取 さ れ た 子 宮 内 組 織 ５ は 、 子 宮 内 以 外 に て 露 出  
し て い な い た め 、 良 好 な 検 体 が 採 取 さ れ る 。 必 要 に よ り 、 可 撓 性 外 管 ２ よ り 、 可 撓 性 内 管  
３ を 抜 去 し 、 可 撓 性 内 管 ３ の 内 管 先 端 部 ３ ３ 部 分 に て 切 断 す る こ と に よ り 、 子 宮 内 組 織 を  
採 取 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 以 下 の も の で あ る 。
　 （ １ ）   先 端 部 が 子 宮 内 に 挿 入 可 能 な 子 宮 内 組 織 採 取 具 で あ っ て 、
　 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子 宮 内 に 先 端 部 が 挿 入 可 能 な 可 撓 性 外 管 と 、 前 記 可 撓 性 外 管  
内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 外 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 可 撓 性 内 管 と 、 前 記 可 撓 性  
内 管 内 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な シ ャ フ ト 部 材 と を 備 え 、
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　 前 記 可 撓 性 外 管 は 、 略 半 球 状 の 先 端 と 、 前 記 先 端 の ほ ぼ 中 心 よ り 基 端 方 向 か つ 側 面 方 向  
に 延 び 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 外 管 の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角 度 と な る よ う に 配 置 さ れ た 少 な  
く と も ３ つ の ス リ ッ ト を 有 す る 開 口 可 能 な 外 管 先 端 部 を 備 え 、
　 前 記 可 撓 性 内 管 は 、 閉 塞 先 端 と 、 前 記 閉 塞 先 端 よ り 基 端 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 側 口 を 有  
す る 内 管 先 端 部 を 備 え 、
　 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 を 液 密 状 態 に て 摺 動 す る 拡 径 先 端 部 と 、 芯 （ 内  
芯 ） と を 備 え 、 前 記 拡 径 先 端 部 は 、 先 端 に 向 か っ て 拡 径 す る ラ ッ パ 状 拡 径 部 と な っ て お り  
、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 内 に お け る 基 端 側 へ の 移 動 抵 抗 よ り 、 先 端 側 へ の  
移 動 抵 抗 が 高 い も の と な っ て お り 、
　 前 記 可 撓 性 外 管 は 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 押 込 に よ る 前 記 ス リ ッ ト の 形 成 部 の 広 が り に よ り  
、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 、 前 記 内 管 先 端 部 の 突 出 を 許 容 す る も の と な っ て お り 、
　 前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 子 宮 内 に て 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 前 記 内 管 先 端 部 が 突 出 し た  
状 態 に て 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 を 基 端 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 前 記 側 口  
よ り 、 子 宮 内 組 織 を 吸 引 採 取 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 可 撓 性 内 管 の 基 端 側 へ の 移 動 に よ り  
、 子 宮 内 に て 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 突 出 し た 前 記 内 管 先 端 部 を 前 記 可 撓 性 外 管 内 に 再 収 納  
が 可 能 で あ る 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 子 宮 内 組 織 採 取 具 で は 、 子 宮 内 に て 、 外 管 先 端 部 よ り 内 管 先 端 部 が 突 出 し た 状 態 に  
て 、 シ ャ フ ト 部 材 を 基 端 側 に 移 動 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 内 管 の 側 口 よ り 、 子 宮 内 組 織 を  
吸 引 採 取 可 能 で あ り 、 か つ 、 可 撓 性 内 管 の 基 端 側 へ の 移 動 に よ り 、 子 宮 内 に て 、 外 管 先 端  
部 よ り 突 出 し た 内 管 先 端 部 を 可 撓 性 外 管 内 に 再 収 納 が 可 能 で あ る の で 、 採 取 し た 子 宮 内 組  
織 が 汚 染 さ れ る こ と 、 ま た 、 採 取 具 の 外 面 が 汚 染 さ れ る こ と を 防 止 し 、 検 査 用 検 体 と し て  
良 好 な 子 宮 内 組 織 を 容 易 に 採 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 記 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 の 実 施 態 様 は 、 以 下 の も の で あ っ て も よ い 。
　 （ ２ ）   前 記 子 宮 内 組 織 採 取 具 は 、 前 記 シ ャ フ ト 部 材 が 位 置 す る 部 分 に お い て 、 外 力 を  
付 加 す る こ と に よ り 、 湾 曲 形 状 付 け 可 能 で あ る 上 記 （ １ ） に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
　 （ ３ ）   前 記 可 撓 性 内 管 は 、 前 記 外 管 先 端 部 よ り 前 記 内 管 先 端 部 が 突 出 し た 状 態 に て 、  
前 記 可 撓 性 外 管 内 で の 回 転 が 可 能 で あ る 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取  
具 。
　 （ ４ ）   前 記 可 撓 性 内 管 は 、 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 可 撓 性 外 管 の 基 端 部 に 当 接 可 能 な  
内 管 ハ ブ も し く は 当 接 部 を 備 え 、 前 記 可 撓 性 内 管 は 、 前 記 外 管 先 端 部 か ら の 前 記 内 管 先 端  
部 の 突 出 可 能 長 が 規 制 さ れ て い る 上 記 （ １ ） な い し （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織  
採 取 具 。
　 （ ５ ）   前 記 可 撓 性 外 管 は 、 基 端 部 に 設 け ら れ た 外 管 ハ ブ を 備 え る 上 記 （ １ ） な い し （  
４ ） の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
　 （ ６ ）   前 記 シ ャ フ ト 部 材 は 、 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ と 、 前 記 シ ャ フ ト チ ュ ー ブ 内 に 収 納 さ  
れ か つ 固 定 さ れ た 前 記 芯 （ 内 芯 ） を 備 え 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 に は 樹 脂 が 充 填 さ れ て お  
り 、 か つ 、 前 記 芯 （ 内 芯 ） の 先 端 は 、 前 記 ラ ッ パ 状 拡 径 部 内 の 充 填 樹 脂 の 後 端 と 離 間 し て  
い る 上 記 （ １ ） な い し （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
　 （ ７ ）   前 記 可 撓 性 内 管 は 、 前 記 可 撓 性 外 管 よ り 抜 去 可 能 で あ る 上 記 （ １ ） な い し （ ６  
） の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
　 （ ８ ）   前 記 可 撓 性 外 管 は 、 側 面 に 目 盛 り が 付 さ れ て い る 上 記 （ １ ） な い し （ ７ ） の い  
ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採 取 具 。
　 （ ９ ）     前 記 可 撓 性 外 管 は 、 前 記 ス リ ッ ト を 前 記 可 撓 性 外 管 の 中 心 軸 に 対 し て ほ ぼ 等 角  
度 と な る よ う に ４ つ 備 え て い る 上 記 （ １ ） な い し （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 子 宮 内 組 織 採  
取 具 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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